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200形マルチスクリーンディスプレイ(中央2面) 東京都防災センター災害対策本部室に設置されたもので,ヘリコブター

テレビジョン,コンピュータ映像など多彩な映像情報表示が可能である｡両端の2面はLED(発光ダイオード)を使用した情報表示

盤である(他社製)｡

防災情報システムでは,気象･地震など災害対策

に必要な情報を収集･分析するとともに,その結果

を対策の文案者･決定者に対して,迅速かつ的確に

伝達する必要がある｡

このための手段として,データのグラフ･図形化,

あるいは現地映像のリアルタイム表示といったビジ

ュアル化が図られてきている｡また,これら情報の

表示装置も,多人数での同時監視,各種映像ソース

への対応の必要性から,大形で省スペース,かつ高

機能なものが求められている｡

そこでH立製作所は,奥行き2.7mという省スペ

ース,極小化したスクリーン継目,ビデオ信号から

コンピュータ信号に至るマルチメディア対応,画面

分別表示可能といった措長を持つ200形マルチスク

リーンディスプレイシステムを開発した｡

このシステムは平成3年3月に東京都防災センタ

ー災害対策本部室に設置され,同年4月から稼動を

開始している｡

*

日立製作所情報映像事業部 **｢1立製作所システム事業部
***

日立製作所情報映像開発センタ
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tl はじめに

東京都庁防災情報システムは,災害情報･地震被害判

読･地【刈青報などの各システムと,これらの情幸Ⅰほ統合

表ホする映像システムで構成している｡

このうち,災害対策本部宇に設置される映像システム

では,在室者全員が的確に情事艮を読み取れるよう200形相

当の表示装置とすること,およびヘリコプターテレビジ

ョンなどのビデオ映像,地図･気象情報をはじめとする

行程コンピュータ映像の切換表ホを可能とすることが求

められた｡

また,表ホ装置は,スペースやレイアウト.卜の制約か

ら,保守スペースを含めて奥行き3m以内にする必要が

あった｡

ここでは,これらのニーズを背景として｢l立製作所が

糊発した200形マルチスクリーンディスプレイについて,

二jミ要技術を小心に述べる｡

田 200形マルチスクリーンディスプレイ

背巾け受写形ディスプレイで,奥行きの最小化と大画面

化という相反する条件を同時に満足させる手段として,

マルチスクリーンガ式1)がある｡20n形の場介,50形投写

ユニットの縦4段,横4列の配置が合理的であり,奥行

きも3nl以内とすることが吋能である｡

しかし,マルチスクリーン方式には,各由面間の輝度

むら･色むら･幾仲†学的ひずみの発生,およびスクリー

ン継L_川ドでの情報欠落という糾題があり,これらの解決

非球面蛍光面

CRT(7形)

非球面レンズ

図l 非球面短投写光学系 奥行き低減に大きな効果を持つ

ものである｡
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が美川化にⅠ呂‥ナての最重要課題となった｡

また,広範l-J削こ鮮叫な映像を提供するためのJム視野角

化,スクリーンをはじめとする耐震強度の確保も重安な

開発課題であった｡

_1∴記課題に対して行った技術開ヲ邑について次に述べる｡
2.1光学系

2.卜l非球面短投写光学系

50形拉写ユニットの奥行き低減のため,非球面蛍光面

を持つCRTと非球面レンズを円いた短投写光学系を開

発し,投写距離を従来の70%に短縮した｡

また,58形輔として設計した投写レンズの中央部分を

使用することによって周辺光遺を増加させ,輝度むらを

低減すると同時にフォーカス性能の向上を図った｡非球

面短投写光学系の概略を図1に示す｡

2.l.2 スクリーン

災害対策本部室の座席は,前ページの写真で示すとお

り横長に配置されている｡これらの座席に均一に光を配

分するため,水平方向はフロントシート2),垂直方向はプ

リズムシートとフレネルシート2)によって光学ビームを

制御するスクリーン構成とし,水平140度,垂直60度とい

う広い適規範囲を確保した｡

スクリーンの継目を最小化する構造としては,図2(a)

にホすように各シートを縦4段の短冊状とし,それぞれ

のシートを極細ワイヤとばねで補強板に固定･一体化す

る方式とした｡さらに,同国(b)に示すつり下げ構造によ

り,このスクリーンブロックをプ山一に密着させて保持す

るとともに,温湿度変化に伴うスクリーンの伸縮はレー

ルによる滑り構造で吸収するようにした｡以_卜により,

スクリーンの継臼を常時2mm以下にすることが可能と

補強板

短冊状スクリーン

(a)スクリーン構成

スクリーン

つり下げ部

補強板

(b)保持構造

図2 スクリーン構造 広視野および強度の確保,継目極小化

のために開発した特殊構造のスクリーンである｡
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なった｡

2.2 回 路

回路の基本構成は末妃の参考文献2)の(図10)に示した

ものと同等である｡ここでは,マルチスクリーンディス

プレイ用として榔面の連続性,均一性向上のため開発し

た回路について述べる｡

2.2.1高精度曲線補間方式ディジタルコンバージェン

ス回路

先の2.1.1で述べた非球面短投写光学系の画像ひずみ

は,高次かつ大きなものとなる｡

由像ひずみの祁止はディジタルコンバージェンスl山

路2)で行うが,従来方式では補正点間の走査線に対して,

直線近似で補正値を与えていた｡このため,あるたに補

_1I三を加えると走査線が粗塘ざとなる現象(密度変調)が生
じ,大きな画像ひずみを補止すると軒度変調が顕著に現

れるという問題があった｡このようすを図3にホす｡

この間題を解決するため,滑らかな補間が‾可能な曲線

補間方式を採朋した｡開発した川路のブロック凹を図4

に示す｡

2.2.2 自動白･黒バランス回路

マルチスクリーンディスプレイでは,単体のディスプ

レイに比べ各画面の口色,崇色が異なると,内面問での

対比効果でその差がいっそう目立つ｡このため,容易に

かつ精度高く羽柴‾吋能で,調繋彼の′女志度を従来(当社製

占い比10†汗に向_Lさせた自動白･票バランス山路を開発

した｡l‾iりj洛のブロック凶を図5にホす｡

ビデオアンプはIC化することにより,各校写ユニット

間の男色から∩色に至るまでのトラッキングのばらつき

を最小化した｡このビデオアンプには,光学的指向性に

ディジタルコンパーゼンス

補正前

走査線

/ ＼
†の方向に補正

=幸

補正点

(a)補正なL(密度変調なL)

ディジタルコンパーセンス

補正

密

粗

(b)補正時の密度変調

図3 密度変調 従来のディジタルコンバージェンス回路で

発生する現象である｡

水平同期信号

PLL

垂直同期信号

◎-一寸←
アドレス

カウンタ

■‾‾｢

EEPROM
ROM

(曲線補間)

マイコン

出力

RAMバッファ 水平補間

+_____________+
垂直補間

注:略語説明 PLL(PhaseJockJoop)

EEPROM(ElectricallyErasableandProgrammableRead

OnlyMemory)

マイコン(マイクロコンピュータ)

国4 高精度曲線補間方式ディジタルコンバージェンス回路

マイクロコンピュータにより,滑らかな曲線補間を実現した(⊃

起岡する由何の中央部と周辺部の輝度むらを祁_11する川

路も付加し,画面の均一性を向上させた｡

以上の開発によって実現したマルチスクリーンディス

プレイの仕様を表1にホす｡

B システム構成

システムは200形マルチスクリーンディスプレイ2台

と,これをfIiり御するマルチビデオプロセッサをIlしじ､に構

成している〔図6(a)〕｡

マルチビデオプロセッサは,入力信号を選択する機能,

選択された人ノJ信号を,4面･16面拡大表ホ別に安挽処

二哩する機能,および選択･処理された人ノJ仁一E;一と表′Jミモ

ード制御信号を各ディスプレイユニットに対して出ノJす

る機能を持つ｡入力としてはビデオ子吉ぢ･からハイビジョ

ン,さらには超高精細グラフィックコンピュータに弓ミる

まで幅広い信引こ対応叫能となっている｡

表示パターンは,図6(a),(b)に示すとおり,操作パネ

ルからシステムコントローラ経由で切検制御を行うこと

により,容易に選択することができる｡

41



556 日立評論 VOし.74 No.7‥992-7)

R,G,B信号
白･黒色基準
信号挿入回路

輝度むら補正
信号発生回路

注:略語説明 R(Red),G(Green),B(B山e)

図5 自動白･黒バランス補正回路

ビデオ信号(=)

コンピュータ信号(4)→←

電子黒板(1)

ハイビジョン(1)

操作パネル

マ
ル
チ
ビ
デ
オ
プ
ロ
セ
ッ
サ

⇒

システムコントローラ

(a)構成図

十

ビデオ

アンプ

白色補正

ビデオ出力

ビーム電流
検出

安定度を約10倍に向上できる負帰還方式を採用した｡

ビデオ1 ビデオ2

コンピュータ1 コンピュータ2

ビデオ コンピュータ

200形マルチスクリーンディスプレイ

投写管

スクリーン電圧
供給回路

黒色補正

＋

ビデオ

ビデオ

コンピュータ

ビデオ

ビデオ

(b)表示パターンの例

注:()内数字は系統数を示す｡また,ハイビジョンは将来拡張用である.′J

図6 システム構成 マルチビデオプロセッサとの組み合わせにより,多彩な表示機能を実現している｡

表1200形マルチスクリーンディスプレイの仕様 高輝

度･高コントラスト化も合わせて実現している｡

項 目 仕 様

構 成 50形×16面

走 査 周 波 数
水 平 15～75kHz(20周波)

垂 直 40～120Hz(20周波)

解 像 度 2′000ドット×2.000ライン

白 ピ ー

ク 輝 度 340cd/m2以上

コ ン ト ラ ス ト 70:l以上

適 視 範 囲 水平:1400p-P,垂直60ロp-P

ス ク リ ー ン 継 目 2mm以下

消 費 電 力 9kW

外形寸法(幅×奥行き×高さ) 9.0×2.7×4.7(m)

質 里 9′000kg

巴 おわりに

防災情報システムへの大形ディスプレイの導入は,ま

だその緒についたばか-)であるが,今L由の開発によって

以下のような成果を得た｡

(1)200形ディスプレイとして,奥行き2.7mという大幅

な薄形化を達成した｡

(2)画面間の輝度むら･色むら･幾何学的ひずみおよび

スクリーン継目というマルチスクリーンディスプレイ特

有の問題を,実用上十分なレベルにまで改善■した｡

(3)スクリーン保持構造の開発を通じ,いっそうの大形

化への見通しを得た｡

終わI)に,ご才旨導をいただいた東京都庁の関係各位に

対し深謝する次第である｡
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